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レーザー核融合は，レーザー照射により燃料カプセルを圧縮することで，超⾼温・超⾼密度状態を実現し，核融合反応
を起こす．⼤きく分けると，レーザーを燃料カプセルを直接照射する直接照射型と，レーザーをX線に変換して照射する
間接照射型がある．レーザー核融合は近年⼤きく進歩しており，2021年8⽉には⽶国のNIF (National Ignition Facility）が
間接照射型により，出⼒1.3 MJを達成し，核融合点⽕は⽬前に迫っている．彼らの転機は，カプセル材を従来のプラス
チックから，ダイヤモンドに変更した事であった．ダイヤの⾼い密度や⾼いオパシティが，爆縮性能を⾶躍的に向上さ
せた．⼀⽅で，直接照射型においては，現状プラスチックを基本に据えて研究されている．直接照射型と間接照射型
は，多くの物理を共有するが，間接照射型の研究をそのまま直接照射型には適⽤できない．私達は、独⾃にダイヤモン
ドカプセルを開発し，直接照射型へのダイヤモンドカプセルの適⽤を進める．本発表ではその⾜掛けとして実施したダ
イヤモンドカプセルの爆縮基礎実験の結果を報告した．
ダイヤモンド燃料カプセル

• 直径〜500 µm
• 膜厚 1.6 or 2.4 µm
• 密度 3.1 g/cm3

• 表⾯粗さ〜40 nm

爆縮実験結果

熱フィラメント気相成⻑法を⽤いてダ
イヤモンドカプセルを開発し，カプセ
ルパラメータを定量評価した．

X線ストリーク像

激光XII号の球状照射系において，レーザー照射実験を実施し，カプ
セルの爆縮軌跡をX線ストリークカメラにより評価した．

左図の膜厚1.6 µmのダイヤモンドカプセルの爆縮におい
ては，実験結果が1次元輻射流体シミュレーションと⼀
致し，爆縮に成功した．カプセル開発の成功を実験で実
証した．

※膜厚2.4 µmの爆縮結果からは，左右⾮対称な爆縮となった．
これは，ダイヤ製膜の際の基板として⽤いたSiの除去不⾜と考
えられ，今後の課題である．


